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⾎縁者を超えた⼤規模な協⼒が実現できる理由を説明した⽂化的集団淘汰理論におい
て、集団間の差異が存在することは協⼒⾏動の進化において重要な条件である。しかし先
⾏研究の多くは集団間の差異と協⼒⾏動の進化について時系列的な分析を⾏っておらず、
また選択的移住や成功者模倣といったメカニズムの差異が、集団間の差異の維持と、協⼒
⾏動の進化にどのような影響を与えるかを⼗分に議論していない。本研究の⽬的は、集団
間の⽂化的差異を表す指標である𝐶𝐹𝑆𝑇を算出し、⽂化的集団淘汰理論に基づいたメカニズ
ムである成功者模倣と選択的移住が、協⼒の進化と𝐶𝐹𝑆𝑇に与える影響を⽐較検討すること
と、𝐶𝐹𝑆𝑇の推移を追跡することで⽂化的多様性が協⼒⾏動の進化に与える影響について検
討することである。分析にはエージェントベースシミュレーションを⽤いた。具体的には
複数の集団からなる集団全体を 1 つの世代と定義し、それが何世代も続くと想定した。こ
の構造を維持しながら各エージェントはコーディネーションゲームおよび社会的ジレンマ
のゲーム構造で相互作⽤を⾏う。このモデルにおいて毎世代𝐶𝐹𝑆𝑇を算出し、メカニズムの
違いが、多様性の維持と協⼒戦略の進化の過程にどのような影響を与えるかを定量的に評
価した。分析の結果、成功者模倣は選択的移住より協⼒戦略を進化させるケースが多かっ
た。集団間の⽂化的距離を⽰す指標である𝐶𝐹𝑆𝑇の推移を時系列的に追跡した結果、協⼒戦
略が進化した試⾏では⾼い値で𝐶𝐹𝑆𝑇が維持されていたのに対し、⾮協⼒戦略が⽀配的にな
った試⾏では𝐶𝐹𝑆𝑇が早期に低下する傾向があった。また成功者模倣条件と選択的移住条件
を⽐較した際、成功者模倣条件の⽅が𝐶𝐹𝑆𝑇を⻑い期間⾼い値で維持させることが出来た。
これは⽂化的多様性がただの状態ではなく、協⼒を進化させるために常に必要な要素であ
ると考えられる。また成功者模倣の⽅が安定して協⼒戦略を進化させられるのは、各集団
の戦略頻度への影響が選択的移住より⼩さいためと考えられる。ただし本研究はコーディ
ネーションゲームと社会的ジレンマの 2 つの状況に限定した検証であり、他のゲーム構造
では別のメカニズムがより合理的である可能性もある。今後はより複雑な環境での検証が
期待される。 


